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１ 地域の様子 

寿山校区は足立山の山懐にいだかれ、春は桜、秋は紅葉狩り、木の実拾い、野鳥の

さえずり、四季おりおりの自然環境に恵まれている。また、長い歴史を誇る神社や、

名刹が点在しており、江戸時代中期の歌人「村田晴海の歌塚」、女流俳人「杉田久女の

句碑」等、故事を訪ねて年間多くの人々が訪れる歴史の郷でもある。 

 

２ 事業名 

第 19回 歴史と文化の薫る「寿山の祭り」 

（令和元年 11月 10日（日）開催） 

 

３ 事業目的 

学校と地域が協働し、一体となって地域の子どもを育む場をもつこと、また、地域

の各活動団体・小、中学校・地域住民とが交流を深め、活気にあふれ住みやすいまち

づくりに貢献する。 

 

４ 事業の主体・連携団体 

  

 

  

 

 

   

その他地元企業等協賛 

５ 事業予算 

 1,200,000円 

 

６ 実施に至る経緯 

寿山のまちをもう一度見直し、より多くの人々が歴史と文化と自然を愛し、郷土の

すばらしさを次の世代まで残して故郷寿山の思い出がいつまでも子どもたちの心の糧

として生き続けることを願って、平成 13 年度に「子ども達に夢と想い出を」「まちに

文化とふれあいの輪を」を合言葉に始められた。この祭りには、子どもたちに教科書

だけでなく身をもって体験できる場をつくり、この寿山校区の良さを子どもなりに肌
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で感じて、将来心に残る思い出になること、そして、これからもこれが若い世代に受

け継がれること、また、祭りを通じて地域の人々の交流が一段と深くなり活気のある

まちにしたいという願いがこめられている。 

 

７ 事業の内容 

（１） 祭り（校外） 

時代道中  

「和気清麻呂公が旅の途中、刺客に襲われ足を怪我し 

たところを足立山のイノシシに助けられた」という歴史 

上の伝説をモチーフに、それぞれの役に扮した衣装で校 

区内を行進する。この地が歴史の一場面の舞台であった 

ことにロマンを感じ、子どもたちは歴史に興味をもち学 

ぶきっかけを得ることとなる。 

地域の自治会の人と共に小学校の校長や教員も道中の役になって参加し盛り上げ

た。子どもたちは、法被や着物を着付けてもらい、そのかわいらしい姿に称賛の声

がかかることで大いに笑顔を見せていた。 

  こども神輿  

毎年、テーマをもって神輿を作成し、それを担ぐ。この神輿制作の担当は市民セ

ンターで、生涯学習事業の子ども講座の中で行う。子どもたちが地域のボランティ

アや保護者の手を借り制作する過程は、多世代交流であり、歴史文化の伝承の場で

あり、顔見知りを広げる場でもある。また、子どもたちの主体的な祭りへの参加意

識をもたらすことにもなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 祭り（校内） 

ゲームコーナーや飲食バザーのテントが出され、お祭りの 

  賑わいができ、楽しい交流の場となる。ここでは学校ＰＴＡ 

  役員・保護者たちの活躍がみられる。 

体育館では、寿山小合唱部・足立中学校吹奏楽部演奏が披 

  露され、バナナのたたき売り・福引抽選会なども行われて、会場は地域の人たち 

自慢のおみこしを担ぎ練り歩く 

寿山小の校長先生・教員たち・地域の方々 



  でいっぱいになる。(※吹奏楽演奏は隔年で霧丘中学校も参加している。) 

（３） 事前準備について 

   ８月に入ると、市民センターに各団体の代表者が集まり、役員会、全体会議が数

回行われる。子ども・大人の参加者数、行列行進順路、開会式、セレモニー、イベ

ント、バザー及び会場設営、後片付け、参加者着付けなど多岐にわたり詳細に打ち

合わせる。時代道中は道路に出ることから安全対策のため特に念入りに確認する。 

小学校は会議への参加だけでなく、児童の参加募集配布・申込受付がクラス担任

を通じて行われている。他の生徒・園児は市民センターで参加募集、受付を行う。 

 

８ 事業の成果 

〇子どもたちが地域の歴史文化に関わることで地元に対する愛着と誇りが芽生え次

世代への伝承に繋がっている。 

〇わがまちの歴史と文化を誇る年長者によるこの企画を 20 年にわたり続けている

地域。その思いを理解、共感し、この祭りの舞台に学校施設を開放し、校長先生

を筆頭に教職員を総動員して、祭りの準備から当日の時代道中への参加、イベン

トを実施した寿山小学校。また、ＰＴＡもお祭りコーナーや模擬店の出店の協力

を行うなど地域の一員として活動を行った。それにより、学校、家庭、地域の三

者が子どもを共に育てるネットワークができた。さらに、顔見知りがたくさんで

きるこの祭りを通して、日ごろの通学の見守り、非行防止パトロールの実施、学

校教育活動への協力体制維持につながっている。 

〇生涯学習の観点からは、子どもたちも親世代も、年長者の世代もそれぞれのかか

わり方で参加し、その中で達成感を感じ、また、多世代が共に楽しむ時間を共有

するということができていることは大きな成果だと思われる。 

〇地域づくり拠点である市民センターは、こども神輿づくりを担うとともに、連絡

調整機能を果たし、地域交流の活性化に貢献できた。また、これを機に市民セン

ターへの来訪時間が増え、さらにセンター行事への参加・協力へとつながった。 

 

９ 今後に向けて 

〇他の地域と同様、少子高齢化が進んでいる。協力団体の高齢化、市民センターの

子ども講座の参加者の減少などにどう対応していくかが課題である。 

〇コロナ禍によるさまざまな交流遮断の中で、市民センターと小学校との連携の継

続、さらに中学校との連携の強化を行う。 

〇祭り実施のみならず、地域活動の次世代の担い手の発掘を行い、文化伝承のバト

ンリレーを途絶えさせないような取り組みを行う必要がある。 

〇今後さらに、市民センターがどのような世代からも、身近な「教育（今日行く）」・

「教養（今日用）」がある場所として親しまれるよう努めていきたい。 

 

10 問合せ先 

  〒802-0026 福岡県北九州市小倉北区大畠３丁目１０－２ 

  寿山市民センター 館長 國廣 富美香 

  TEL:093－531-1226 FAX:093－531-1227 
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